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まちの話題

ほけんだより

市町村合併
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情報ひろば

賑わった！　冬まつり

　矢島駅前広場において「やしま　矢島駅前広場において「やしま�
冬まつり」が開催され多くの来場冬まつり」が開催され多くの来場�
者で賑わいました。イベントでは、者で賑わいました。イベントでは、�
昔なつかしい箱ぞりを使ったレー昔なつかしい箱ぞりを使ったレー�
スや、雪中みかん拾いが行われ、スや、雪中みかん拾いが行われ、�
盛り上がりました。盛り上がりました。�
　夜は保育園となりの特設会場で　夜は保育園となりの特設会場で�
才之神焼きが行われ町民多数が来才之神焼きが行われ町民多数が来�
場されておりました。場されておりました。�

　矢島駅前広場において「やしま�
冬まつり」が開催され多くの来場�
者で賑わいました。イベントでは、�
昔なつかしい箱ぞりを使ったレー�
スや、雪中みかん拾いが行われ、�
盛り上がりました。�
　夜は保育園となりの特設会場で�
才之神焼きが行われ町民多数が来�
場されておりました。�
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と
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活
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に
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や
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域
の
な
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日
常
的
な
生
活�

を
し
、
支
え
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っ
て
暮
ら
す
社
会�

を
目
指
し
て
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す
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で
は
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齢
者
や
障
害
者�
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自
立
を
目
指
す
こ
と
は
も
ち
ろ�

ん
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こ
と
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高
齢
者
・
障
害
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快
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営
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生
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健
康
的
に
過
ご
せ
る
た
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に
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共
施
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中
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年
度
計
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基
づ
き
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
努
め�

ま
す
。�



　
現
在
、
矢
島
町
で
は
若
者
の
流

出
や
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
と

高
齢
化
な
ど
地
域
社
会
が
大
き
く

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
子
供
の

健
や
か
な
発
達
を
保
障
し
、
高
齢

者
ま
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
形

成
す
る
た
め
に
は
、
社
会
全
体
で

子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
の
環
境

づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
が
進
み
、
矢
島

町
の
高
齢
化
率
は
30
％
に
せ
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
少
子
高
齢

化
に
対
し
て
社
会
全
体
で
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
を
構
築
す
る
こ
と

が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
矢
島
町
で
は
こ
れ
ま
で
も
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
平
成
14
年
度
か
ら
16
年
度

ま
で
の
３
ヶ
年
計
画
で
国
庫
補
助

事
業
の
「
地
域
活
性
化
事
業
」
に

よ
り
少
子
高
齢
化
対
策
に
取
り
組

み
、
14
年
度
で
は
公
共
施
設
で
唯

一
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て
お
ら

な
か
っ
た
役
場
庁
舎
を
改
修
。
ト

イ
レ
の
一
部
洋
式
化
、
身
障
者
用

の
ト
イ
レ
も
完
備
。
ま
た
、
庁
舎

前
に
は
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
気
軽
に
来
庁
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
来
年
度
か
ら
も
年
次
計
画
を
作

成
し
同
事
業
に
て
町
内
の
公
共
施

設
を
中
心
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
努
め
、
町
民

が
生
き
生
き
と
健
康
に

過
ご
し
、
安
全
か
つ
快

適
に
生
活
で
き
る
社
会

を
目
指
し
て
町
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
お
ば
こ
号
も
車
い
す

の
乗
降
が
で
き
る
よ
う

に
駅
に
ス
ロ
ー
プ
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

Ｑ１　右と左の写真を比べると、

　　左の写真はバリアフリーに対

　　する配慮がもう一つほしいで

　　す。さてなんでしょうか？

Ｑ２　左と右の写真はどちらも手

　　すりです。さて、バリアフリ

　　ーに対する配慮がされている

　　のはどちらだと思いますか？

Ｑ３　右写真の名称はなんでしょ

　　うか？ブロックの形状はどの

　　ような意味をもつのでしょう

　　か？

Ａ１　階段の色が同じため見えにくい。スロープと誤解される場合があります。

Ａ２　右になります。水平な部分があると、階段の始めと終わりが分かりやすい。

　　　また、子供が使えるように２段式の手すりになっています。

Ａ３　一般には点字ブロックと呼ばれています。正式名称は「視覚障害者誘導用ブロッ

　　　ク」といいます。「線状突起」は誘導を意味し、「点状突起」は注意を促します。

矢
島
町
の
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・
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齢
化
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　対象施設

　
秋
田
県
で
は
思
い
や
り
や
助
け

合
い
の
心
を
は
ぐ
く
み
、
力
を
合

わ
せ
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
安

全
か
つ
快
適
な
日
常
生
活
又
は
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
を
困
難
に
す

る
様
々
な
障
壁
が
取
り
除
か
れ
た

バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
を
形
成
す
る

た
め
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

　
「
秋
田
県
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会

の
形
成
に
関
す
る
条
例
」
が
平
成

15
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

施設を新築する場合
　この条例では、日常生活において不特定かつ多数

の者が利用する施設「生活関連施設」をすべて対象

に新築する場合は整備基準を遵守しなければならな

くなり、既存施設についても整備基準に適合するよ

うに努めなければなりません。

出入口（玄関・客室）
・玄関の幅90㎝以上

・車いす使用者が支障となる段

　を設けない

傾斜路・階段
・傾斜路の幅140㎝以上、勾配

　1/12以下（手すりを設置）

・階段には両側に手すりを設置

トイレ
・用途面積2,000㎡以上の施設

　には「みんなのトイレ」を設置

　車いす使用者だけではなく誰

　もが利用できるトイレです

　
矢
島
町
の
将
来
を
に
な
う
子
供

た
ち
が
生
れ
健
や
か
に
育
つ
こ
と

が
で
き
る
社
会
的
な
支
援
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
た
め
、
ま
た
、
人

口
増
加
に
つ
な
が
る
魅
力
的
な
条

件
整
備
を
進
め
、
子
供
の
健
全
育

成
の
た
め
の
体
制
の
充
実
や
子
育

て
と
仕
事
の
両
立
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
高
齢
者
・
心
身
障
害
者
に
つ
い

て
も
自
立
を
支
援
し
、要
支
援
・
要

介
護
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ

く
り
を
基
本
理
念
と
し
て
、
人
権

を
尊
重
し
、
健
康
・
介
護
対
策
な

ど
地
域
ケ
ア
体
制
を
構
築
し
て
い

き
ま
す
。

　
こ
の
た
め
に
も
矢
島
町
で
は

国
・
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
こ

れ
ま
で
以
上
、
町
内
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
推
進
し
、
乳
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
人
が
平
等

に
社
会
参
加
で
き
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
社
会
の
形
成
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
町
で
は
こ
れ
ま
で
も
歩
道
の
段

差
解
消
や
日
新
館
大
ホ
ー
ル
ス
テ

ー
ジ
へ
の
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
、
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
は
建
築
の
設
計
か
ら
バ
リ

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
施
設
設
備
の

改
善
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
心
身

に
障
害
の
あ
る
方
や
高
齢
者
に
思

い
や
り
や
助
け
合
い
の
心
、
優
し

い
気
遣
い
が
一
番
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
矢

島
町
で
は
今
後
も
行
政
・
企
業
・
町

民
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
取
り
組
み
よ
り
良
い
住

み
や
す
い
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

ア
フ
リ
ー
化
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
継
続
的
に
歩
道
の
段
差
解
消

や
高
齢
者
住
宅
等
の
建
設
が
計
画

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
努
め
ま
す
。

役場庁舎に新設された障害者用トイレ

現在段差のある歩道を改善しています

区　分� 生活関連施設�

建築物�

医療施設、集会施設、福祉施設、運動施設、文化施設、公益事
業の営業所、公衆便所、火葬場、学校等、官公庁の庁舎、�
理容所等�

宿泊施設、物品販売業を営む店舗、飲食店、サービス業を営む�
店舗、展示施設、興行施設、遊技施設、公衆浴場�

自動車車庫�

共同住宅等、事務所、工場、複合施設�

公共交通機関の施設�鉄道の駅、空港ターミナル、フェリーターミナル、バスターミナル�

道　路� 一般交通の用に供する道路�

公　園� 公園、緑地、動物園、植物園、遊園地など�

路外駐車場� 不特定かつ多数の者の利用に供する駐車場（機械式を除く）�

秋
田
県
で
の
取
り
組
み
（
条
例
を
制
定
）�

矢
島
町
で
の
今
後
の
対
策�



　
本
荘
市
由
利
郡
の
一
市
七
町

（
本
荘
市
、
矢
島
町
、
岩
城
町
、
由

利
町
、
大
内
町
、
東
由
利
町
、
西

目
町
、
鳥
海
町
）
で
構
成
さ
れ
る

本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会

の
会
長
よ
り
、
各
市
町
の
担
当
者

（
委
員
）
が
委
嘱
さ
れ
、
専
門
部
会

（
11
部
会
）・
分
科
会
（
29
分
科
会
）

の
事
務
事
業
の
す
り
合
わ
せ
事
務

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
一
市
七
町
の
す
り
合
わ
せ
事
務

は
全
種
目
で
千
七
百
項
目
に
も
及

ぶ
と
み
ら
れ
て
お
り
、
８
月
を
め

ど
に
事
務
の
す
り
合
わ
せ
を
終
了

さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
事
務
の
す
り
合
わ
せ
と

と
も
に
、
合
併
協
議
会
が
毎
月
１

回
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

次
回
の
合
併
協
議
会
は
３
月
20
日

午
後
１
時
30
分
よ
り
広
域
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
の

将
来
を
決
め
る
大
事
な
議
論
の
場

で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

の
ご
聴
講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　
議
論
を
重
ね
、
よ
り
良
い
市
を

目
指
し
て
、
一
市
七
町
で
合
併
の

協
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
４
月
１
日
よ
り
日
新
館

の
施
設
利
用
が
変
更
に
な
り
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。従
来
、

研
修
室
と
和
室
は
一
部
屋
と
し
て

ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
二
部
屋
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
施
設
予
約
で
は
、
一
部

屋
と
し
て
表
示
致
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
の
際
は
お
手
数
を
お
か

け
致
し
ま
す
が
、
日
新
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

出
来
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
方
々
に

有
効
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
意
見
ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　
矢
島
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
℡
５
６
―
２
２
０
３

　平成１５年４月からの粗大ごみの収集・直接搬入に

ついては次のとおりとなりますのでお願いします。

収　　集　年３回　（各ごみステーションへ）

　　　　　４月・７月・１０月の第１日曜日

直接搬入　年９回（針ケ岡　矢島町清掃センターへ）

　　　　　４月～１２月の第１火曜日

　　　　　搬入時間　午前９時～午後４時

※　 搬入の際は、搬入時間を守り、係員の指示のとお

　　りお願いします。

　詳しくは、後日各家庭に配布致します収集日程表を

ご覧になってください。

　　　　　　お問い合わせ先

　　　　　　　生活・環境課　℡　５５－４９５９

事
務
局
長
の
あ
い
さ
つ

本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会�

分
科
会
・
専
門
部
会
で
事
務
事
業�

　
　
　
　
す
り
合
わ
せ
事
務
始
ま
る�

日
新
館
利
用
に
つ
い
て
お
知
ら
せ�

日
新
館
利
用
に
つ
い
て
お
知
ら
せ�

粗大ごみについて�



将来の夢のために

高校生がボランティア（２月３～１９日）

　大学等へ進学先や就職先が内定した生徒が、自分の

出身小学校で助手として活動することにより、ボラン

ティア精神や勤労観、社会性等を養うことを目的とし

て矢島小学校に植田智佳さん（栄町）が派遣されまし

た。学校の授業では主に低学年の授業の助手をされま

した。児童達に植田先生はどんな先生と聞きますと

「なんでもできる先生、一緒にいて楽しい先生」と話し

てくれ、とても人気がありました。

　植田さんは現在由利高校に在学中で４月からは東北

福祉大学総合福祉学部社会福祉学科に進学が内定して

おり、将来は「高校の福祉の教諭を目指したい」と話

しておりました。

農業申告に備えて

　農業経営申告講習会

（２月１１日）

　認定農業者・農業青色申告者を対象にし

た農業経営申告講習会が日新館で開催され、

講師に佐藤良一税理士（由利町）をお迎え

し関係者３０名の出席で行われました。

　講習会では平成１５年度に行われる税制

改正や農業申告に使用する収支計算を詳し

く説明されました。また、受講者は自宅の

経営に関する事であるため、講師の説明に

真剣にメモをとっておりました。

トリプルクロス大会 in矢島（２月９日）
　ファンスキー、スノーボード、スキーのトリプルクロ

ス大会が鳥海高原矢島スキー場で開催されました。ファ

ンスキー部門は全国大会の予選会も兼ねており県内外か

ら各クラス合計８２名の選手が参加されました。

　この競技はタイムレースではなく、同時に４～６人の

選手が一斉スタートしコース内に設けられた障害物をク

リアしながらゴールし、上位２名が次のレースに進む競

技です。

　始めて見る方も多かったと思いますが、今後愛好者や

競技人口が増えそうなレースでした。

（矢島町出身者の成績）

ファンの部　男　　子　３位　金子正人さん（沖小田）

　　　　　　女　　子　２位　三浦知子さん（木　在）

スキーの部　ジュニア　２位　高橋知樹さん（水　上）

子
供
た
ち
に
分
か
り
や
す
く

指
導
す
る
植
田
さ
ん

フ
ァ
ン
ス
キ
ー
のス

タ
ー
ト

コ
ー
ス
を
滑
る
選
手
た
ち

佐藤講師が申告について

詳しく説明

ま
ち
の
話
題



第１２回

　矢島町生涯学習体験発表会

（２月２３日）

　生涯学習体験発表会が日新館町民大ホール

で行われました。

　発表会にあたり佐藤町長が「実際体験して

きた方の話を聞き、感じ取る事も大切である。

この経験、体験を大事にし今後の生活に役立

てていただきたい」とあいさつされました。

　発表会では最初に健康バレーボールの小番

幸雄さんが「何時までも意欲を」と題して、青

少年ホーム利用を通じて若者から老人まで参

加できる交流会など、楽しみを発表されまし

た。また、中学生や高校生の海外研修などの

体験発表もあり、現地での写真をスクリーン

に映しながら、日本との違いや実際に体験し

ての感想なども交えながら発表されました。

　また、発表会の最後には昔っこを楽しむ会

（昔がたり）や花かげ会（大正琴）、おどりの

会などの実技発表もされました。

賑わった駅前！！

　　　やしま冬まつり開催　（２月１５日）

　駅前広場と保育園隣の特設会場において、第２回やしま冬

まつりが開催され、町民多数来場されました。

　昼のイベントではブラボー中谷のマジックショーや箱ぞり

レース、ジャンボ滑り台タイムレースなどが行われ会場には

子供たちの笑い声が響きました。また夜は矢島町の冬の風物

詩でもある才之神焼きが行われ、冬まつりはたくさんの人出

で賑わいを見せておりました。

　このイベントは「青年団体連絡協議会」と「２１プラス１」

の地域づくり団体が初めて共催で行い、これからも両団体が

連携を図りながら続けていきたいと考えておりました。

　また、同日、㈱佐藤酒造店と天寿酒造㈱が酒蔵を同時開放

され、町外からも多数来町され、この時期でないと飲むこと

のできない造りたてのお酒を堪能しておりました。

　昼に行われたマジックショーと

雪中みかん拾い　

夜は才之神焼きで賑わった会場

健康バレー　小番幸雄さんの発表
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住
宅
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災
に
よ
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死
傷
者
多
発
！

総合お問合せ先

矢島町役場企画商工観光課

　　　TEL５５－４９５３

　　　FAX５５－２１５７

スノーフェスティバル

３月２１日（金）
時　間　午前９時３０分から午後３時
内　容　①ＧＳＬ申告タイムレース
　　　　　スキー、ファンスキー、
　　　　　スノーボードの３クラス
　　　　②讃岐うどん早食い大会
　　　　③ゴーカートタイムレース
定　員　いずれも先着５０名
申込み　３月１８日必着（当日受付可）
参加料　いずれも３００円
受　付　８時３０分～白銀１階無料休憩所前

パークスタイルセッション

３月２３日（日）
時　間　午前９時３０分から午後３時
内　容　スノーボードでパーク内を自由
　　　　に滑ってもらい審査を行い、十
　　　　数名選抜し午後のセッションを
　　　　行う。優秀選手には豪華賞品が
　　　　あります。（特別賞あり）
申込み　３月２０日必着（当日受付可）
参加料　１人２ ,５００円、
　　　　当日３ ,５００円
受　付　８時～９時　白銀下無料休憩所

Ａ－１ＣＵＰ ’０３

３月３０日（日）
時　間　午前９時～午後３時
内　容　スノーボードのワンメイクジャンプ＆
　　　　レールコンテストを行い、ジャンプの
　　　　華麗さ・技術の完成度を競います。
申込み　３月２８日必着（当日受付可）
参加料　１人２，０００円、当日３，０００円
受　付　８時～９時　白銀下無料休憩所

平成14年度　交通災害・

不慮の災害共済の請求状況について

　平成14年度中に矢島町で請求があった交通災害、

不慮の災害共済について、次のとおりですので、お

知らせします。

　交 通 災 害　６件　　１ ,１５２ ,７００円

　不慮の災害　６件　　　 ２９１ ,１００円

（平成１５年２月現在）　

※加入は、随時受付けております。

交通災害共済　　　掛金年額　　　 ４００円

　　　共済金　　　最高１ ,０００ ,０００円

不慮の災害共済　　掛金年額　　　 ６００円

　　　共済金　　　最高　 ６００ ,０００円

　　　　　　　　詳しくは　生活・環境課

　　　　　　　　　　　℡５５―４９５９まで
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矢島スキー場　３月イベント参加者募集�



や
ま
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月
例
会

“こちら情報センター”
　YBネット　４月１日供用開始！！

テレビ電話今月の配信予定
　　３月５～１４日　町定例議会

　　３月１５日　　　中学校卒業式

　　３月１８日　　　小学校卒業式

　配信を希望される方は役場企画商工観光

課へ（５５－４９５２）申込み下さい。

ＴＶ電話ビデオ・オン・デマンド装置

下記電話番号にダイヤルすることにより各

種情報を見ることができます。

　　行政・福祉情報　　　　　　29-5020

　　観光・イベント情報　　　　29-5021

　　公共施設予約状況　　　　　29-5032

　ホームページアドレス
　　http://www.town.yashima.akita.jp

　メール
　　kikaku@town.yashima.akita.jp
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　光ファイバ網整備
事業も、幹線の敷設
が終了して現在各家
庭への引込工事が行
われております。
３月末にはすべての
工事が完了し、いよ
いよ４月１日より光
ファイバを利用した
インターネットサービス（ＹＢネット）が開始
されます。
　ＹＢネットの概要については、町がＮＴＴの
Ｂフレッツサービスに代表で加入し、また料金
低減を実現するため町がプロバイダとなり、Ｙ
Ｂネット加入者にインターネットサービスを提
供していきます。
プロバイダ名も矢島ブロードバンドネットワー
クとなり、ドメイン名もｙｂｎｅｔ．ｊｐとな
ります。初回の申込者も３００名に達したこと
で利用料金等も通常のＢフレッツ料金よりも格
安な料金設定を行うことができました。今後、
加入者がもっと増えてくるとさらに利用料金も
下がります。
　今回の事業で光ファイバでのインターネット
が実現することにより、これまで町で行ってい
た議会中継や小中学校等のイベント中継等の映
像情報もいままでの映像とは格段に違い、きれ
いな映像をストレスなくご覧いただけるように

なります。この光ファイバを十分に活用して生
活をエンジョイしてみてはいかがでしょうか。

　・利用料金　　６，５００円を上限（消費税含まず）

　・プロバイダ名　矢島ブロードバンドネットワーク

　　　　　　　　　（ＹＢネット）

　・ドメイン名　　ｙｂｎｅｔ．ｊｐ

「YBネット」の関する問合せ
　　　　　　役場企画商工観光課　　55-4952
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《相談・健診》

◎なんでも健康相談

　日時　３月２０日（木）

　　　　午前９時３０分～１１時３０分

　場所　保健センター

　※健康に関する相談、体脂肪率や血圧測

　　定、赤ちゃんの計測など実施していま

　　す。お気軽にいらして下さい。

◎乳児健診

　日時　３月２０日（木）午後１時

　場所　保健センター

　対象　平成１４年３・５・８・１１月生　

　（持参するもの）

　　母子手帳、記入したアンケート用紙、

　　バスタオル

　※１１月生の方は「母子健康相談票」を

　　持ってきて下さい。

《予防接種》

◎風疹（要予約）

　期日・場所

　※下記のうち接種を希望する医院に予約の

　　電話をして下さい。

　　　３月　７日（金）佐藤医院

　　　３月１３日（木）大井医院

　　　３月１９日（水）木村医院

　受付時間　午後１時３０分～２時

　対　　象　平成１３年１２月生まれまでで

　　　　　　麻疹接種済の幼児

　※母子手帳と記入した予診票を持参して下

　　さい。

◎健診・予防接種の日程は矢島町のホーム

　ページ・ｉモードでも御覧いただけます。

《ホームページアドレス》

http://www.town.yashima.akita.jp/

《ｉモードアドレス》

http://www.town.yashima.akita.jp/

fukusi/fukusi/imodo.html
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し
か
し
、
本
荘
由
利
地
域
で

は
未
だ
に
患
者
の
発
生
が
報
告

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
暖
か
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
油
断
せ
ず
に
、
手
洗
い
・
う

が
い
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　
心
と
体
は
表
裏
一
体
で
、
心
が
充
実
し
て
い

れ
ば
体
調
も
よ
く
、
心
が
健
康
で
な
い
と
体
も

病
み
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
精
神
的
な
ス
ト
レ

ス
を
た
め
込
み
、
無
理
を
重
ね
て
い
る
と
「
心

の
か
ぜ
」
と
言
わ
れ
る
程
多
く
の
方
が
か
か
り

得
る
「
う
つ
病
」
や
心
身
症
な
ど
の
ス
ト
レ
ス

病
に
陥
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
自
分
は
元
気
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
ス
ト
レ

ス
と
上
手
に
つ
き
あ
う
方
法
を
知
り
、
心
と
体

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
質
の
良
い
睡
眠
は
、
肉
体
的
・
精
神
的

な
疲
れ
を
と
る
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

《
熟
睡
す
る
た
め
の
生
活
改
善
術
》

①
日
中
に
適
度
な
運
動
を
し
、
適
度
な
疲
労
感

　
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
生

　
活
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

②
寝
る
前
に
は
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
過
度
の
飲
酒
や
コ
ー
ヒ
ー
は
避
け
ま

　
し
ょ
う
。

③
入
浴
で
体
を
温
め
、
そ
の
体
温
が
下
が
っ
た

　
時
に
寝
る
よ
う
に
す
る
と
寝
つ
き
が
よ
く
な

　
り
ま
す
。

④
照
明
は
暗
め
に
し
、
静
か
な
音
楽
を
聴
い
た

　
り
、
心
地
よ
い
香
り
で
心
を
落
ち
着
か
せ
ま

　
し
ょ
う
。

⑤
夜
は
12
時
前
に
眠
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
も
決

　
ま
っ
た
時
間
に
寝
る
よ
う
に
し
て
、
睡
眠
リ

　
ズ
ム
を
つ
く
る
事
が
大
事
で
す
。



　保険料を毎月納めに行くのがめんどうだったり、うっかり納め忘れてし

まったりという方は、口座振替が便利です。

　２月１日から４月３０日まで「口座振替」をより多くの方にご利用してい

ただくために、「口座振替促進キャンペーン」を実施しています。キャンペー

ン期間中に口座振替に新規に加入された方の中から抽選で、社会保健関係施

設の利用券など進呈します。

　この機会に是非、安心・便利・確実な口座振替をご利用ください。

お問い合わせ先　生活・環境課　℡５５‐４９５９　　

　
介
護
保
険
事
業
も
制
度
開
始
以

来
３
年
を
迎
え
、
事
業
計
画
の
見

直
し
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
４
月
か
ら
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
利
用
者
の
増
加

や
利
用
状
況
及
び
介
護
報
酬
改
定

な
ど
に
よ
り『
保
険
料
の
値
上
げ
』

が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
矢
島
町
の
介
護
保
険
事
業
は
本

町
を
含
め
た
本
荘
由
利
広
域
市
町

村
圏
組
合
一
市
八
町
で
構
成
、
運

営
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
皆

様
に
は
分
か
り
次
第
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
の
お
知
ら
せ
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

※
参
考

矢
島
町
の
介
護
保
険
者
の
推
移

◎
被
保
険
者
数
（
65
歳
以
上
）

　
平
成
12
年
度
　
一
八
三
五
人

　
平
成
13
年
度
　
一
八
五
七
人

　
平
成
14
年
度
　
一
八
八
九
人

　（
１
月
末
）

◎
内
認
定
者
数

　
平
成
12
年
度
　
　
二
六
〇
人

　
平
成
13
年
度
　
　
三
〇
七
人

　
平
成
14
年
度
　
　
三
一
九
人

　（
１
月
末
）

介
護
保
険
が
変
わ
り
ま
す

一
般
の
部

　
優
勝
　
伊
東
　
廣
闡
　
八
段

　
２
位
　
横
田
　
　
宏
　
八
段

　
３
位
　
綱
島
　
絋
冶
　
七
段

少
年
少
女
の
部

　
優
勝
　
新
井
　
真
美
（
小
３
）

矢
島
囲
碁
同
好
会

み
ん
な
の
善
意

◎
社
会
福
祉
法
人
矢
島
町
社
会
福

　
祉
協
議
会

　
次
の
皆
様
か
ら
社
会
福
祉
事
業

の
た
め
役
立
て
て
下
さ
い
と
し
て

寄
付
金
を
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
栄
町
、
佐
藤
成
永
様
（
御
尊
父

　
永
次
氏
、
香
典
返
し
）

○
木
在
、
三
浦
寅
松
様
（
御
母
堂

　
ミ
ツ
ヨ
氏
、
香
典
返
し
）

○
大
川
原
、
佐
藤
尚
人
様
（
御
尊

　
父
祐
一
氏
、
香
典
返
し
）

○
荒
沢
、
土
田
欣
一
様
（
御
尊
父

　
善
次
郎
氏
、
香
典
返
し
）

新
春
囲
碁
大
会
成
績

　
　
　
　
　
　
　
１
月
28
日

国民年金保険料口座振替�
　　促進キャンペーン実施中�

～保険料を�
　　　納付しましょう～�



　
平
成
15
年
度
矢
島
町
奨
学
資
金

の
申
込
受
付
を
次
に
よ
り
行
い
ま

す
。

▼
対
象
者

　
矢
島
町
住
民
の
子
弟
で
、
学
業

　
成
績
が
優
良
・
品
行
方
正
、
学

　
資
の
支
弁
が
困
難
な
状
態
に
あ

　
る
者
。

　
ま
た
、
父
又
は
母
が
離
職
者
家

　
庭
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
募
集
人
員

　
５
名
以
内
。

　
（
離
職
者
家
庭
対
象
者
は
別
枠

　
に
な
り
ま
す
。）

▼
貸
与
月
額

・
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
円
以
内

・
国
立
高
専

　
　
　
前
期
３
年
　
２
万
円
以
内

　
　
　
後
期
２
年
　
５
万
円
以
内

・
高
　
校
　
　
　
　
２
万
円
以
内

矢
島
町
奨
学
生
募
集

　
桃
野
地
区
畑
地
の
全
て
の
造
成

工
事
が
終
り
、
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

畑
地
が
完
成
し
ま
し
た
。現
在
、耕

作
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

①
畑
作
機
械
で
作
業
の
省
力

　
大
型
機
械
・
管
理
機
械
等
準
備

　
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

②
栽
培
技
術
指
導
体
制

　
畑
作
が
初
め
て
の
方
で
も
作
れ

　
る
よ
う
、
普
及
セ
ン
タ
ー
・
Ｊ

　
Ａ
の
指
導
員
が
一
貫
し
た
栽
培

　
技
術
指
導
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
せ
先

高
原
で
野
菜
づ
く
り
を

桃
野
畑
地
耕
作
者
募
集

▼
貸
与
期
間

　
在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
就
学

　
期
間

▼
返
還
期
間

　
据
置
期
間
に
貸
与
期
間
の
２
倍

　
を
加
え
た
期
間
（
無
利
息
）

▼
申
込
期
間

　
３
月
14
日(

金)

〜
27
日(

木)

▼
提
出
先

　
学
校
教
育
課
（
日
新
館
内
）

▼
貸
与
決
定
方
法

　
選
考
委
員
会
で
審
議
、
決
定
後

　
通
知
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
・
申
し
込
み

　
　
学
校
教
育
課℡

56
―
２
２
０
４

役
場
農
林
課
農
業
畜
産
係

℡
55
―
４
９
５
６

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
矢
島
町

総
合
支
店
営
農
資
材
課

℡
55
―
４
７
１
２

ア
グ
リ
フ
ァ
ー
ム

　「
ふ
れ
あ
い
農
園
」

耕
作
希
望
者
募
集

　
町
で
は
、
県
立
矢
島
高
等
学
校

の
針
ケ
岡
旧
農
場
跡
地
を
非
農
家

の
方
を
対
象
と
し
た
家
庭
菜
園

「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
に
整
備
し
耕
作

者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
非
農
家
の
方
は
、
是
非
耕
作
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
人
数
　
40
名

▼
標
準
区
画
の
大
き
さ

　
一
区
画
50
㎡
（
約
15
坪
）

▼
貸
出
料
金

　
１
㎡
当
り
　
年
間
　
六
十
円

　
標
準
区
画
で
年
間
　
三
千
円

▼
貸
出
期
間

　
平
成
15
年
４
月
１
日
よ
り

　
一
年
間
（
更
新
は
妨
げ
な
い
）

▼
申
込
資
格

　
◎
非
農
家
の
人

　
　
農
地
面
積
10
ａ
未
満
の
人

　
◎
矢
島
町
に
住
民
登
録
し
て
い

　
　
る
者

▼
募
集
期
間
　
３
月
20
日
ま
で

▼
申
込
先
　
農
林
課
整
備
係
ま
で

　
　
　
　
　
　
℡
55
‐
４
９
５
６

　
定
期
異
動
に
伴
う
教
職
員
の
送

別
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
の

で
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
日
　
　
時
　
３
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
よ
り

▼
場
　
　
所
　
日
新
館
ホ
ー
ル

▼
会
　
　
費
　
二
千
五
百
円

▼
参
加
申
込
　
３
月
25
日
ま
で

　
学
校
教
育
課
へ℡

56
―
２
２
０
４

▼
出
願
期
間
　

　
３
月
19
日
（
水
）
〜

24
日
（
月
）
正
午
ま
で

▼
出
願
書
類

　
①
入
学
願
書

　
②
入
学
検
定
料
　
九
百
五
十
円

（
秋
田
県
証
紙
で
）

　
③
中
学
校
の
調
査
書

▼
検
定
日

　
３
月
26
日
（
水
）

　
　
午
前
８
時
30
分

　
　（
面
接
時
刻
は
後
日
連
絡
）

教
職
員
送
別
会
ご
案
内

本
荘
高
校
定
時
制
課
程

第
二
次
募
集

ワークセンター従業員募集

▼業　務　内　容　　緊急雇用対策事業事務補助

▼募　集　人　員　　１名

▼勤　　務　　先　　矢島町役場

▼応　募　資　格　　矢島町在住者で

　　　　　　　　　　概ね４５歳までの離職者

▼勤務時間・賃金　　ワークセンター要綱による

▼雇　用　期　間　　４月１日から６ヶ月

　　　　　　　　　　　　　　　　　（更新なし）

▼加　入　保　険　　社会保険、厚生年金、

　　　　　　　　　　雇用保険

▼申し込み方法　　　所定の申込書・

　　　　　　　　　　履歴書に自筆記入

▼申し込み期限　　　３月１７日（月）まで

▼提　　出　　先　　矢島町ワークセンター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（役場内）

▼採　用　方　法　　書類審査選考及び面接

▼問 い 合 わ せ　　矢島町ワークセンター

　　　　　　　　　　　　　　℡５５－４９５３

募

　

集

情報ひろば
-Information-



今
月
の
お
楽
し
み
会
は

★
３
月
15
日
（
土
）
“思
い
出
を
見

る
”
で
す
。

写
真
や
作
品
を
見
て
思
い
出
を
語

り
ま
し
ょ
う
。

１月救急月報（矢島地区消防組合）

※
正
解
者
１
名
に
粗
品
を
進
呈

い
た
し
ま
す
。

　（
解
答
例  

Ｃ
―
３
・
Ｆ
―
１
）

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
応
募
先

　
矢
島
町
七
日
町
字
上
山
寺
29

　
廣
祐
寺
内

　
や
し
ま
囲
碁
同
好
会

●
締
切
は
、
毎
月
10
日
ま
で

　
今
月
号
よ
り
死
活
問
題
、
す

べ
て
黒
先
で
す
。

　
黒
先
一
手
示
し
て
下
さ
い
。

（
２
月
号
解
答
）

　
白
１
で
よ
い
の
で
す
。
黒
イ

は
白
ロ
。

ち
ょ
っ
と
ひ
と
息
…
　

囲

碁

講

座

　

　人身交通事故　　２件　
（平成15年2月）　

　交通死亡事故ゼロ日数  　

　　　　　１,０３１日

交通事故の発生状況
（平成15年2月23日現在）

子
供
館
よ
り
お
知
ら
せ

　「
昔
っ
こ
を
楽
し
む
会
」の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
お
達
者
推
進
事
業
の
一
環
と
し

て
開
催
さ
れ
た
同
講
座
参
加
者
が

「
昔
っ
こ
」
の
面
白
さ
や
楽
し
さ
を

再
認
識
し
、
会
を
設
立
し
て
活
動

す
る
こ
と
と
な
り
、
設
立
準
備
会

を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
活
動
内
容
は
、
町
内
に
埋
も
れ

て
い
る
方
言
や
民
謡
・
童
話
（
わ

ら
べ
う
た
）
の
収
集
活
動
、
語
り

手
の
人
材
育
成
、幼
児
や
子
供
会
・

老
人
ク
ラ
ブ
等
へ
の
出
前
研
修
等

を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
こ
れ
ま

で
採
録
し
た
「
昔
っ
こ
」
を
集
大

成
し
、
記
録
保
存
に
努
め
次
の
世

代
に
継
承
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
会
の
設
立
を
４
月
中
旬
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
入
会
希
望
の

方
は
左
記
の
方
々
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

設
立
準
備
委
員
会

　
鈴
木
　
　
均
℡
55
―
２
１
６
２

　
佐
藤
　
節
子
℡
55
―
３
２
３
０

「
昔
っ
こ
を
楽
し
む
会
」

会
員
募
集

▼
申
込
・
問
い
合
せ
先

　
本
荘
高
校
定
時
制
課
程

　
　
　
　
℡
22
―
４
２
３
６

　
又
は
、
出
身
中
学
校
へ
問
い
合

　
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
15
年
４
月
27
日
執
行
予
定

の
矢
島
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
お

け
る
立
候
補
予
定
者
に
対
し
、
届

出
手
続
き
等
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
次
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
日
　
時
　
３
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
よ
り

▼
場
　
所
　
日
新
館
　
研
修
室

▼
お
問
合
せ

　
矢
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
事
務
局
　
℡
55
―
４
９
５
１

矢
島
町
議
会
議
員

　
　
一
般
選
挙
立
候
補

予
定
者
の
皆
さ
ん
へ

　
本
荘
久
謡
会
の
皆
様
に
よ
り
ま

す
春
の
民
謡
唄
い
初
め
が
あ
り
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
い

で
下
さ
い
。

▼
日
　
時
　
３
月
15
日(

土)

　
　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
半
開
演

▼
場
　
　
所
　
　
寿
　
康
　
苑

▼
特
別
出
演
　
　
千
葉
　
美
子

　
協
賛
出
演

　
　
　
　
藤
蔭
流
雪
華
の
有
志

寿
康
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
税
「
納
税
証
明
書
」
を

申
請
す
る
皆
様
へ

〜
申
請
時
に
は
運
転
免
許
証
な
ど

が
必
要
に
な
り
ま
す
〜

　
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
納
税

証
明
書
（
車
検
用
の
納
税
証
明
書

を
除
く
）
の
申
請
を
受
け
た
際
に

本
人
か
ど
う
か
の
確
認
を
行
い
ま

す
。
代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合

も
、
そ
の
代
理
人
に
つ
い
て
同
様

の
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
以
下

の
も
の
を
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

【
本
人
が
申
請
す
る

際
に
必
要
な
も
の
】

▼
本
人
の
印
鑑

　（
法
人
の
場
合
は
代
表
印
）

▼
本
人（
法
人
の
場
合
は
代
表
者
）

　
の
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証

　
等

【
代
理
人
が
申
請
す
る

際
に
必
要
な
も
の
】

▼
証
明
を
受
け
る
方
の
印
鑑

　（
法
人
の
場
合
は
代
表
印
）

▼
代
理
人
の
印
鑑
・
代
理
人
の
運

　
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等

　
春
の
民
謡
唄
い
初
め

お
知
ら
せ

出動件数� 搬送人員�

交通事故� ０　件� ０　人�

一般負傷� ５　件� ５　人�

急　　病� １６　件� １４　人�

そ  の  他� ６　件� ６　人�


